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2Wa－2 都市大気中二酸化炭素濃度への緑地の影響
　　　　　　　　　　　　　坂本　友子（九州女短大）

　　　　　　　　　　　　　由比　顕之介（九州女大家政）

住　　居

【目的】地球環境の悪化がいわれ、二酸化炭素濃度の増大と、地球の温暖化が問m視され

ている。二酸化炭素の発生についてはさまざまな対策が実施されているが、二酸化炭素を

吸収固定する技術の実用化は当面期待できない現状がある。

　二酸化炭素濃度の測定は山頂や大気上空のように都市から離れた場所で測定されており、

生活環境の二酸化炭素濃度の分布状態については測定例がない。　昭和63年より九州北部

の都市における大気中の二酸化炭素濃度に関し、測定と変動要因の検討を続け、交通量、

地形、都市立地構造等を検討した。今回、都市における緑地の量の違いによる二酸化炭素

濃度の変動について検討を行った。

【方法】Ａ試料採取：平成５年10月～平成６年１月の間に３地域(樹林地帯、緑地地域､都

市公園)の各10点において、週１回2iテトラパックに空気を採取しか。

Ｂ二酸化炭素濃度定量：採取空気中に水酸化バリウム液をlO㎡注入し、試料中の二酸化

炭素を吸収させ、シュウ酸で滴定し二酸化炭素を定量した。

　【結果】　樹林地帯、緑地地域(都市内)、都市公園(狭い緑地)における二酸化炭素濃

度について①樹林地帯では周囲に較べて有意(8X)の低下見られたが、低下の巾に限界があっ

た。②緑地地域(都市内)での濃度の低下は樹林地帯より大きく12s;であった。③都市公園(狭

い緑地)での低下は5%に止まり、一定面積以上で有効な低下のある事が分かった。

2Wa－3 　　　ハロゲン捕捉剤の探索と洗浄剤への応用
エステー化学　○柴谷治雄　徳岡由一　大原真里

【目的】カビ取り剤などの塩素系洗浄剤と酸性タイプの洗浄剤とを混ぜると有毒な塩素ガ

スが発生して危険なため、これらの洗浄剤には「まぜるな危険」の表示がなされているが、

依然として同種の事故は後を断っていない。この種の事故を防ぐため、予めこれらの洗浄

剤に配合しておくことによって、混合時の有毒ガスの発生を抑制するハロゲン捕捉剤の探

索を行い、発見した捕捉剤の洗浄剤への応用を検討した。

　【方法】密閉容器内に設置したビーカづこ塩酸、次亜塩素酸ナトリウムおよび一連の化合

物を加え、発生する塩素ガスの濃度をガス検知管によって測定した。

　【結果】共鳴効果による電子供与基を置換基とする芳香族化合物、すなわち芳香環に孤立

電子対を有する原子（O,N.S）が隣接する一連の化合物がハロゲン捕捉能を有することを見

出した。このうち特に、ポリオキシエチレンフェニルエーテル（PPE）は、無色無臭の液体

で、経口毒性、眼・皮膚への刺激性、突然変異原性などの試験において安全性が高く、ま

た生分解性も良好であるため、家庭用品への利用に適すると判断された。 PPE を配合した

塩酸クリーナーおよび次亜臭素酸ナトリウムを主成分とするカビ取り剤を試作し、「家庭

用品品質表示法」に定められた方法で、塩素ガスおよび臭素ガスの発生量を測定した結果、

それぞれlppnおよび0. lppm未満であり、捕捉効果が十分に認められた。また、塩素および

臭素の捕捉による経口毒性の増加も認められなかった。これらの結果からPPEを配合した

洗浄剤は、万一混合しても安全であり、かつ環境汚染のおそれもないことが明かになった。
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